







































































































































































































































































（7） 　SDGs Surveyとは、国際的な SDGs 評価 を行っているドイツ最大の 財団ベルテルスマン財








































　『グッドワークス！』は “Good Works!: Marketing and Corporate Initiatives 







































































1970年代 1980年代 1990年代 2000年以降
ソーシャル・マーケティング
エコロジー・マーケティング
グリーン・マーケティング
サスティナブル・マーケティング
企業の社会的責任、コンシュマーリズムへの対応
公害を中心とした環境問題、環境主義への対応
地球環境問題、グリーン運動への対応
エコシステム
出所：清水真「グリーンマーケティング」西田安慶、城田吉孝編著「マーケティング戦略論」（株）学文社  2011年4月30日第1版第1刷P183
をもとに筆者が作成
　 216 　
国研紀要157 （2021.2）
実践の素材記録をまとめることとした。いささか独善的な部分があったり
客観性に欠けている内容があるかもしれない。改めて14年間の教材研究、
及び教材づくりに研究活動への展開を見つめ直すと、社会的背景との関り
が強くあるように思われる。自分自身の教材の読み直しをしながら、コト
ラーの考え方の経緯を振り返り、その最終段階が環境にこだわったもので
あることは、私自身がソーシャルマーケティングとグリーンマーケティン
グを並行させて学んだことと重なるように思われる。
　2015年に採択されたSDGsは2030年までの目標とされているが、2020
年を起点とすると10年という時間が残されている。10年を長いとみるか、
短いとみるか。それは課題と向き合った人々の価値観によって異なるであ
ろう。その10年を意識したにちがいないコトラーの新著は、第1章に「持
続可能性」について述べる。持続可能性の基盤は行動変革である、と。そ
して最大のステイクホルダーが地球環境というとらえ方が重要になってい
ると言える。
　国連広報センターでは、2020年は「行動の10年」スタートと位置づけ、
これまでの努力で世界各地で進展がみられるものの、2030年までにSDGs
を達成するには、取り組みのスピードを速め、規模を拡大しなければなら
ないとする。ここには、コトラーのいうような行動変革が強く試されてい
るのかもしれない。これまで、ソーシャルマーケティング、グリーンマー
ケティングと講義を中心に歩いてきた私は、2020年は別大学の演習科目
である専門演習で新たな学生たちとの学びをスタートさせた。これまでの
14年間の学びを活かせる道を選択し続けたいと考えている。
　ソーシャルマーケティング、及びグリーンマーケティングを講義するた
めに多くの方々に支えられた。この記録でもって感謝の印としたい。
